
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山川菊栄の思想と活動 
「姉妹よ、まずかく疑うことを習え」上映＆トーク 

 

令和７年11/９    10：00～12：00 

いろどりフォーラム２０２５男女共同参画フォーラム つながる まなべる ひろがる 

募集人数：５０名（こども同伴可）※定員に空きがあれば当日参加可 

受講料：無料 

申し込み：令和７年１０月５日（日）午前９時～ 電話、窓口、ホームページにて受付（先着順） 

保 育：満１歳６ヵ月～就学前（無料、申込時要予約）当センター内“さくらんぼ保育室” 

※保育ご希望の方は令和７年１０月２３日（木）までにお申し込みください（先着順）。 

企画：江東の女性史研究会 

主催：江東区 

企画協力：２０２５いろどりフォーラム実行委員会 

申し込み・問い合わせ：江東区男女共同参画推進センター（パルシティ江東内） 

江東区扇橋 3-22-2 電話 03（5683）0341 

（第 2・4 月曜休館（祝日は開館） 受付時間 9：00～21：00） 

山川菊栄 (やまかわきくえ） 

1890(明治 23)年東京の麹町区四番町に生まれ、

東京府立第二高等女学校を経て女子英学塾を卒

業。『青鞜』誌上で伊藤野枝との「廃娼論争」で

論壇にデビューし、26歳で社会主義者の山川均

と結婚。大正デモクラシーのなか与謝野晶子や

平塚らいてうとの「母性保護論争」のほか、「産

児調節論争」や「労働組合婦人部論争」などに

社会主義フェミニズムの立場から加わる。戦時

下では平和主義を堅持しつつ、藤沢に住み「湘

南うずら園」を営業。1947 年から 1951 年まで、

初代労働省婦人少年局長として、女性や年少労

働者の問題解決のため奮闘した。 

山川菊栄は大正から昭和にかけて活躍した運動家であり著述家です。その思想や実践は

古びることなく、性の自己決定権やブラック労働など、現代の社会問題にも新たな光を

当ててくれます。映画を通じて彼女の活動と人生に触れ、考えを深めてみましょう。 

 

日 

講師 山田 敬子さん 

（山川菊栄記念会事務局長） 
 

会場 男女共同参画推進センター（パルシティ江東）1階 レクホール 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


